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本年度、当グループスタッフは、宇宙論的降着円盤形成と巨大ブラックホールへの進化、並  
びに星・惑星系の形成論を中心に研究を展開した。前者のテーマに関しては、米国プリンスト  
ン大学、ハーバード大学との聞で、学振日米科学協力事業がスタートした。   
また、輯射場と物質場の相互作用を自己矛盾なく扱う輯射流体力学計算法の開発も進めた。  
これは、計算物理学研究センター推進中の超並列計算機CP－PACSによる実現を念頭に置いた  
ものである。   
【1】宇宙論的降着円盤の形成（梅村雅之）   
宇宙晴れ上がり直後における宇宙背景放射とプラズマのトムソン散乱によるエネルギー、運  






大きな違いである。後者の増加率は中心天体近傍では輯射抵抗係数に比例する。   
さらにこの研究は、自己禰似法を用いた非定常解の解析に発展させられた。この解析では、  
輯射摩擦が、乱流粘性による角運動量輸送を跡ナ、ガスをより早く中心天体へ降着させること  




減少し、落下速度は輯射抵抗係数に逆比例して小さくなることを見い出した。   












－19－   












の一方で、関連する輯射輸送計算法の基礎的検討も進めた。   
【4】星・惑星系の形成論（中本奉史）  











を説明できる可能性があることがわかった。詳細な研究を引き続き行う予定である。   
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く講演＞  
1．梅村雅之E．LTurner rExtemeMicrolmsingduetoCosmicMa層層iveBlaL＝kHoles」   
日本天文学会（1994年5月）  
2．釣部通、梅村雅之、福江純「Non－SteadyGa占AccretionduetoComptonDrag」   
日本天文学会（1994年5月）  
3．三分一清隆、福江純、嶺重慎、梅村雅之「中心天体の輯射場中の降着円盤の時間変化」   
日本天文学会（1994年5月）  
4．高橋敦、三分一清隆、福江純、梅村雅之「外部転肘抵抗を受けた降着円盤の安定性」   
日本天文学会（1994年5月）  
与．梅村雅之「宇宙論的流体力学と輯射輸送問題」   
天文・天体物理若手夏の学校（1994年7月）  
6．梅村雅之「論文雑誌受理のシステム」   
天文▼天体物理若手夏の学校（1994年7月）  
7．釣部通、梅村雅之、中本泰史「宇宙論的栢射輸送と大質量ブラックホールの形成」   
日本天文学会（1994年10月）  
8．三分一掃隆、福江純、嶺重慎、梅村雅之「中心天体の掃射場中の降着円盤2」   
日本天文学会（1994年10月）  
9．福江耗、梅村雅之、釣部通「ベータ降着円盤を伝わる波」   
日本天文学会（1994年10月）  
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10．釣部通、福江純、梅村雅之「外部轄射抵抗を考慮したガスの重力不安定性」   
日本天文学会（1994年10月）  
11・村上泉、梅村雅之「DynamicalHeatingaTldMetal1icGa思SupplybyE11ipticalGalaxiesin   
RichClusters」   
日本天文学会（1994年10月）  
12．梅村雅之「宇宙流体力学」   
計算物理学研究センター研究会（1994年12月）  
13．梅村雅之「∬0とス，クエーサーとは何か」   
理論天文学懇談会シンポシウム（1994年12月）  
14．梅村雅之「筑波大CP－pACSのアーキテクチャとサイエンス」   
理論天文学懇談会シンポシウム（1994年12月）  
1与．梅村雅之「銀河形成論の方法論」   
計算物理学研究センターワークショップ（1995年3月）  
16．釣部通、梅村雅之、中本泰史「宇宙論的輯射輸送と天体の形成」   
日本天文学会（1995年3月）  
17．中本泰史「原始星間因の円盤の質量増加について」   
日本天文学会（1994年5月）  
1乱横野安則，中本泰史，観山正見千葉博嗣「TTもuri型呈のフラットスペクトルを説明するモ   
デル」   
日本天文学会（1994年5月）  
19．中本泰史「理論は天文観測と隕石研究の接着剤となれるか？一原始惑星系円盤を中心とL   
た星・惑星系形成の理論的研究－」   
惑星科学夏の学校（1994年7月）  
20・T・ⅣakamOtO「GrowthofProtop）anetaryDisksaroundYoungSte11arObjects」   
宇宙科学研究所第27回LunarandPlmetarySyTnPOSium（1994年呂月）  
21rT・NakamotoandY・Nakagawa，「GrowthofProtoplanetaryDisksaroundYoungStellar   
Objects」   
国際会議”DisksandOut鮎w5＝乱rOundYoungStars†，inHeidelberg，Germany1994年   
9月  
22．中本泰史「原始星周囲の原始惑星系円盤の非線型成長」   
日本惑星科学会（1994年10月）  
23・中本泰史，観山正見「TTauri型星のフラットスペクトルを説明するモデル（ⅠⅠ）」   
日本天文学会（1994年10月）  
24．中本泰史「原始星周囲の物質分布」   
日本惑星科学会（1995年3月）  
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